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復干IJ の言葉

中 島 茂

本合誌も第11斑(昭和14年〉在最後 として!常〈主主い鞍と云ふ多にj直ひ こまれ

てゐたがここ に暖い平和の春のおとかれを迎へ、惰力日へるに合員の熱望と幹事・

各(&.の読力に答へられて、長い冬H氏より畳めて活動をはじめま した。これは何

んと云:ふ度ひで幽しょ・う!

もとより本舎は者遁|生を持つこ とが特徴でbります。即ち誰でも何蒋でも叉

何趨か らで も加はり共に生物製を愛好・しようとする舎でありますから本誌の上

にもこの心持令生かしてよい生長と琵辰之ぞ希って止みません。

一言，a遠白くて復干IJ(二封すz.，1をびの僻と しま:す。
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宮崎県系の虻類について (務報)

i企 津 寛
('gl務自!!J従事伐)

/ 
はしがき

宮崎i擦の虻類については、従来殆んど調べられてu、ないが、毎年相嘗の蛮生

ぞみる様である。ゴヒ諸鯨郡、南那珂郡の一部は;特に顕著で、場合によっては、

牛馬の使役にも甚立困惑する ことがるる とゅ う。筆者はこ‘一、二年本懸の虻

について調査し、二三の費料ぞ得たのでこ訟に簡単にま ξめてみる。

本秘会事するに嘗 り種名の査定に御骨折いた Jいた北大農皐部高橋弘氏iこ厚

〈御『盛申上.ける。

1.虻の積 類

従来迄の調査により 、主主主主;ま次の11翠そ得ることが出来た。特に注目すべき

種類は見首らないが、モノミアニ(※印)は新種であって、近く高橋(北大)

長j翠(京大)雨氏によって設去されることになっている。一見クロハナアプの

如き小形檀(体長1.4cm内外)で、全体黒色‘腹部背閣はや h 光潔:に富む。麹

は少しく暗色をおび、麹j民t才.黒掲色である。

1. Tabanns (TabaIl118) trigouu~ UlJquillet.t ウレア$"

，2. T. (Tabanu8) rl1fi巾 nsBigりも ヤ守トアプ

:3. T. (Tabanu臼 manc1旦rIn町 8"hiner シロフアプ

白 4.T.' (Tabanu>;) taka..;agoe山i~ 8hiraki ギシロフアプ

5. T・ (Tabanus)amaenns Walker タ 4ヲンシロフアプ

(;. T. (Tabanus) {nlvimedioide<:i Shira~.:i キスデアプ

後 7.T.('Eabanlt-)monomiEnd-ョTakahashiet N aga:，;a wa モノミアプ

~). T. iOc・h，rops horvathi 8zilady ホ Jレパ-t-アプ

9. Chrysops (Chry>.iOp':i) japoniC'l1s Wiedem加 クロメクラアプ

lC人 C.(Chry白op:づ ba8ali"8biraid キゴシメクラアプ

11. C. (H叫 erochrysops)vau-c1er-wulpi Krober ヨスデメクラアプ

以上で大休分る，様に、本!(孫の虫亡溺も東北、北海道地方と殆んど同様な橿認で

るるa しかし北方系の Tyiostypia車場のものが見嘗らないのは、やは.り本怒

ω特殊性を示すものでるらう。

2.義体時期其他

護生時期に関しては未だよく、訳査を行っていないが、4，， 5月頃に最もよく
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見かけるものはクロメクラブプで、 !i尽頃になるとキスデアプ、ヨスヂメク

ラアプ等もよ く見られる。持夏にはクシアプ、シロブアプ、ヤマト アプ、ホル

ノfートアフー等多 く出現し、特に児湯1，11地支iのクシアプ 、 南那珂郡、 :iじ諸線~fií 也

方のヤマ トアプの護生は、注目すべきでああ。其他のもの も大体猪夏の候:こ多

く出現するが、左1主張生は多くなγ。

!l!L漢は一般に幼虫にて越冬するが、水 1:11地帯に殻生するものは秋季よく稲存

中に穿入する。稲葉、メIJ株*で越冬するのカ、も知れない。

筆者が昨年 (194i年)秋宮崎市下北方7j，E1lで行った摂虫調夜の際、メIJ株、泊

三喜中にi明かに故顎の成熟幼虫;a見受けた。

宮崎!孫産植物目録補遺

平 田 正

(宮崎~林専門書担校〉

1つ~ 'i年公表された宮l崎将産11g物自j京※に 、 最近採集されたもので、 -l忠|寸定

整理の先了したtのそ原著者め承諾を得て"J.互にm;重15鑓種1恋愛種な追加する

クラ Aぶぐシ科 (P亀ol.r下}パ泊cliace句aぽκ吋e'の) 圃

日
イメチヤ包 ンシグ(西米良村;寸所・ 日 -~(5) ・ ヒメウラジロ(凶米良付付

1'11 所為-..tG) オクマワラピ川，iijj". .:.. -.n，;li¥;!:悩 サジラン(尾鈴
1;<1， 

']7/ 
山イー ル サ イコ ク.;1，ングクシダ収石山 ， -4G)，け いソク

/ A' 

10/ ::，) ~ 
(組母ill- ;4.-46トハコロモシダ的色村内海 /'v: -47) 

.J'. nI.' 

セキチク科(Ca，r}'ophyllacea¥' ) 

コハコ ベ(本校構内・ 4 /-i7) ，ヤマハコペ(尾鈴 ~Lト i~ / 拘/X' ....1' ~ '/~!J!"' IJ I-LI - / '~出 ，

ヒツ ジグサ科 (Nyl1lpbaeac('ae) 

ヒツジタポサ (萎町. ~%' -n) 
/lX， 
キツ斗ノボタン科 (1~aJ11lJ)(， 111a <'<::1ぜ〉

:.0/ 
ヤマちヤクヤク(鰐騒山・パ/ -J}，若林市道)， クキツキノ ボタン (宮崎/MJ[. - - ，，~ ，， := 

10/ 
布・ベ，一灯)

※ Iwao Rino and Sigeru Endo : Lif.it of Val;cl1lar .P la l1 t~ FoulHJin J¥fト

yaza]a Pl'efecture， Bull. Miyazaki Coll. Agl'. 1!'Ol・.， Nu.9， 1 ，);~7 



ツヅラフチ下(ì\1 l'JJi~p町maとeae) ， 

イソヤマアテ キC-rげ木村幸島 ケ-4i，双石山 うノ -~L若林重油
/V， 'Y"'"-，I""/ IIII， 

チヤノレメ Jレサワ

ユキノシタ科(Snxifは gacco1¥')
n 

(西米良村村所・ μy¥-4u)
/XI‘ 

マメ 科(1，屯llrninOBap)

ホドCnlli母山・17/ー が〉 ジヤクヅイ パえ小 休日I・{1/-47iぞ土原町 19/l¥l[， '....1' / ':/ / '1 "./I"IJ';>I""'j'/'I， ・/11ι

3 

ー ¥ 10/ ._ 
11若村重道)，ヤプハギ(宮崎市下北ゐ・ -，q'i) ， イタチササグ (組母

/V， 

17/ ー ・ IS / 
山、/私 -4)，ハヒメトハ判官Mnii下二i七万 人 -4i)，ヤ プツノレアヅキ(

7/ '21/ 、、
剤制|陥岳'¥，ι ←→仔ιi，(，'.巨鰐胸:岩搬ぎ綜拘駁駒刷刷此山山i幻iいへ~、¥".，，/仙/

川付休， 首 一 iの7乃〉
/¥if， 

スミl/;f-:ト (V jl)laceae) 

エ ゾス ミν(山 ijZ-J7;ヴ洞4 14-J13若林道道J

カラカサパナ科 ¥ U mbe Hif ~ rae ) 

ム》ゴニン ジン (穏北村・ち/- .J.i) 
/nu， 

ブヂクツギ科 i ] JogaJJiacl'!lρ) 

アヰナ八 (本校総内・ '/-47) 
ノイ¥ll¥， 

リンダク科 ( Gt'J1ti:llll1.{河川)

17/ .; 5/ 
ぞラサキセンプリ(法華民 7'xr， -41; -;iI"井岳 /1-Jlj，若林重道， 組母

UlJZ-47，永井彪〉

グガイモ科 (A~clρI ， inda:eae) 

クサタ チパナ(野島- Jf/-471 
I!U， 

，.. 
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クチピノレパナ和¥. (I.Abiatue ) 

シソパタツナミ(本校納.z -.JJ:j) ，ヒメシロネ(新田村.Y-47)
/VIIl， "07 " ~ " /1'(， 

ゴγ ノハグサf.'J- (8こrOl血Ilariaceae ) 

キク モ ( 萎 町 山/-47)，ヵ以シヤ(野島 jki-5)Pタチイヌブグリ
ノ a、 ，jl!l 

15/ ， • ....". _ ~3'/ 
休校構内-J4i-47)， ヒヨクサク(本校構内 ~r -47)， ;;J'.>I' -1 ，5l.フグ/m日 '" ，-~"". /y， 

リ(本校構内 jZ，-47)，ムシクサ(本投開 χ-47) 

1 オホノfコ科 (Pla凶ag~naceae) 

九ラオホパコ(本校構内. 1y' -47) 
/i1， 

キキヤウ科 (CampaJl nlac eae ) 

ムラサキホタルプクロ(宮崎市・/V，-47，渡謹久夫)

キク科 (Composi七ae'，
タウコギ(妻町 氾ν/一4訂7) カセンサウ(本沙構戸- 3久V〆/一J/1込x.， -:1.1 /' N -~ ." "/ ." ¥."'1..... i.7....ii2.Fr :J. /¥;l I 

マポクチ(粗削1・iO-u，刺ニ彪)，カナダアキノキリンサウ(古附 γ
，! 

/.xr ， 、， ンIII!，

-":G) • オユノグシ(宮崎市 χ-47)

ホモ ノ利 ・ (Gramine;l，('J

ヲスゲカモデグサ(械構内ズ -47，永井彪)，ハ 7 ヒエ川

-47) 

カヤツリグサ季¥. (Cypc・l"aCeae)

ツず(萎町;三-47)，オホテンツ キ〈宮町 χ一打，森岡賊〉

アイパサウ (斐町. !!，~ -47) 
ノ E、，

ツユクサ~;.:\. ( COl11111 ('iiぽ ceae)

い M クザ(割崎市 174，-47)

ユリ季、¥: (Lil.iacE'ae) 

[') / . ，. 19/ 
ヤウラン (大宣伝津 ..' ー，7 桜f戸村・ Ar-~7，若体重道)， キ スグ(祖/V， '1'.'ar 'lJ' /v. 

7/ 1(' / 
母ill- f-47〉， シロパナヤプラン(ヨ開ラ 4ン・ ，("rr --!7， {1;:野フヂ子)

/ )'Jl. . ~ ，- . /¥'iII ， 
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ラン科 (Orcbic1町eae)

マメヅタラン(制二岳乞-16わけむギラン C.:ftJ ll ~寸九-.Jï ) ，サイ

ハイ ラン (鰐坂山 芯-41，日悶野最釦)，キ恥ノパ汁川fサ山ナりノ川t叶…キ日…コリク汽(妖肥関町T.%，-一→Jり

ベ心ニカれヤラわン(惜西米良村付糊所 メ弘'一→Jり

註;採集者を示さぎるものは著者の採集ーによ る。

治X!J取litf去のニクワメイガ及びサンクワメイガ

松 i宰 寛，生物皐専攻女子皐牛

(宮崎主p1造事役}

t土 し ヵ= き

越冬準備期に入るニクヲメイガ Cbiloflimplex Botler及びサンクヲメイ

ガ f)chne!:cbins iUCt'l悦 11l!f:;Walker幼虫の棲息J伏態に闘し、より明確なるす:日

識そ得るために7E崎市の水聞について本観察;;a行った。其!抵要はラえのようであ

る。

1，棲息部位

稲がj亥熱する頃にはタト策の温度 も可成り下降するようになれ又一方稲の上

方から次第にー乾燥して来るので、之まで梓の上方で生活して居た幼虫は弐第l二

下方へ下弓て来る。此の移動は可成り 顕著なものであって、上位に按息して思

たものが数節間在素通りして一気に下降する傾向付、観察中しばしば認め られた

メ;j取直前になると殆んど大多数の幼虫がメiJ取部以下に下るものらしし最下低

に達すると或幼虫は一時体の向そかへて上向になって一時待機するものがある

伺休教 と定作場所について親祭したと ころを示すと第 1表の如くーでbる。

話 l 表 定位場所と個体数i-;: αlf前)4pリ取1週間前Ji 定位 :rP:i RJr 1_ ':".'. ~ I I~.:， ... :n; ~.. ~ ~:;~!.-~ I ~~~'(::: ~~~ ~' -' :'.I~:'.I; .IJ !=-9Yメ-i11":サ"，!JYメィ γ;ェ!J)7メイ 11"1サング Fメイ 1;;1

地 中部 1!'4 ('2，1)1 ::;3 (33) 1 ~2 (20) 1 102 (102) 

~~表ー」ニ方 1r' cm 1 -;1:] (19) 1 ;1¥) C3~) 1 市 (54) 1 34 (29) 

ド C111--'1 ~ C'cm 1 :l7 (17) 1 ~5 (23) 16 (の 1 10 (10) 1 

::OcmJJよ 1"l4 ('14) 1'1 (14) 1 1 (1) 1 0 (0) I 

in 日わ五六1('4;(101) ¥103 向 1Hs (141ぺ
( )内I'J.殺後得数
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2. 1科中ぬ棲息、イIbHi;li&:
南幼虫は時により同一稗内に棲息する ことも bるが、多くは別々の稗内に棲

息して居る。 1梓中の(間本設はサンタワメイガにむつては通常1-2頭であるが

ニ クヲメイカ・にあっては特により lt~めて多数のことが君主る。今 1 稗中の侭休主主

と段息得数について示す と第 2表の如 くで:.ibる。

第 2京 1科中のえ!J虫倒イ本数けよ¥息得数

A ニクワメイカー

H卒中の X!J日;洲間!'I'il)(ljl以1遡間前|

盟主見主強工互1区白~ !
1 I flB I 87. fi I tii) I 89. G I 

~ 3 I '1.~1 1 1:¥.31 
3 ~ I Z.8 I fl I 7.3 i 
4 Iー I- 1 1 I 1.31 
fl ~ I !'.8 
7 1 I 1.4 

11 1 I 1.11 

B サンクワメイ.カ'

iTjT竺可
雨幼虫の混i裂する場合は左研工多くはないが‘).11取 2 週間前にiJ~'いて二化 1 三

化 1が 2伊:J，;(IJ取1週間前に於いて二化r三iヒ1が行列、二{ヒヨ三{ヒ1が2例、二化

2三化2が 1例bった。

3・幼 虫 の大きと

稲の成熱期が近づいても、幼虫の中には可成り 多くの若紛のらのが見 られる

が、メIJ耳元直前には大部分のものが成長在逐り〉るようである。今幼虫の大きさと

個体数について示すと第 53廷の如 くでibb. . (但lOU頭宛〕

第 S衰 え}J}:長の大きさとイ肉体数

一一一ア有広町マX1J ~[締約ケ寸寸百!*~マ苅1訂道荷商了寸
|エグ Fメ4γlサY'!!lメイ }(jニグロメイ 11"[サ"Y1J!lメイ .t'

体 長

10ー'¥円 p

10 8 -n 3] 

42 :3合 ~2 CO 

1:-: ^ i 15 S 

5 - 10 11 1:1 10 :~ 0 

f1lij調夜中休;長2;~mmのニクワメイガ幼虫 1取を務見したが上表からは除外し

た。

4. 下 北 方 水 田 に於ける稲隊中ーの;按息、収態

之の調3矧ま刈取後約10 日そがiiた 't~・!Ì1奇農]).f.下北方7kEE (品種=紳力、瑞果、株

間一尺)¥.こついて行った。道路を距った中央併Jj)iの17.K閉そ選び、その中の47](

阿は 1間平方の侠〆を任意に 51問所宛設けることによ.11区内の刈株在、他の S7k
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聞は 2つの茎i角線上の100株宛都'合:300株を観察することによって調査を行った

植物群落の調査法令適用 してみたのである。此の際各株の分築設が問題になる

場合も考へられるが‘こ与では便宜上一株主旨ー肱臣、所 と見倣して結果を数字で

示しτ見た。 第4表及び第5表として三えに拐ゆる。

第 4表 1坪卒均棲息株数及棲息頭主主〈権法)

調査磁|問 |株数 |倭守;w-折-fj 息 頚 ~-I 
1 1 1'"~ # r-;..~ー数了_~~_I ?9-ÿ メイ 111サング F メイ -Jt

1 9

9

9

 

4
峠

a

f

吋

4

4

主

d
怜

A

n

O

A

U

A

•
.• 4

3
的
H

A
引

μ
O
I
d
-
-
-

ー
リ
J
u
d官

寸
ム

ー
ム
司
t
・9

4

・A

16 

17 

ハυ
時

A

A

U

I ‘、.. 
n 
v 13 

4 '19 11 乙3.4 1':l 1 

I 5 49 10 :::0.4 11 。
G ~9 s 16.3 7 ，‘] 

一 一 ， 一
戸d 49 13 ~~G.5 16 1 

lU s 49 正1 ~~ . 8 。5 。
9 .49 16 3~ .7 19 。

一一一一 一 ， 

平均 49 I 11.8 I ~:l .0 15.1 0.6 

第 5表 100綜平均桜息株数及頭Jlc(封角線、法〉

l調査区 l 株数日副主弓:弓主宰f

-] I~Iーごっ了十仁1
一一-i-7-iーゴ-r-I'16 l. 0 

~_'1_{，'_ 1 _~36_1 ~9 j_'_O 
.'I / ~"l ~~1 1 

JIl[ I 11 I ~O I 33. 1 

平均 100 ・ ~ô ・ ~ 30.8 0.38 

上表に示した様にー坪平均の棲息株数は白%内外であって、可成り桜息密度

の高いことを思はせる。 数f角続法による調査に於いても26.5%となって同様の

結果を示して居る。本年は相宮に三化摂虫、の被害が大で，.(Oったが、刈取後の稲

株中の桜J臣、密度は非常に小さい様で此の様な傾向は児湯郡西部地方、宮r苛郡等

の水聞についてもみられた。 前;主の如くすンクヲメイガも刈取漢になると梓の
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下方に殆んど下降するのであるが、刈取後は或ひは他の適嘗な場所;e求めてI多

・動するのかも知れない。

女子，墾生氏名

小茶ミキ， 川越キクテ，問中黒ti子，西森ミエ子，淵上 ミチ， 矢野笑子

青木信子， 予定武和子，臼杵アヤ子，江口八重子，川崎克，菊間ツヤ子

態迫幸子，黒木トシ子，日高カズエ，平島文子，松崎美雲，宮尾淑子

ドクダミ(玄葉)'の浸出液による稲の後穿賓験

佐々木美代子

く〔宮崎師範感校J

1. Jj雪駿 方法

生の F クダミの藍葉会 lc~巾に刻み、其10grを 100ccの水にー霊夜浸出した

ものを原液と した。震輸は原液、2倍液、51吾液、10倍液及び比較のため水のみ

の標準直な設け、各直について内僅 8.6c:n、P<J深2c:nのシヤー v 1.~悶宛;æ用意

した。各々ωiシヤ ーνには底にガー ゼ、や しき‘ 其上に玄米 100粒宛そ入れ、供

試液 10cc:a注いで査役 した。 翻祭測定は 2目白から始めた、 1週間に亘って毎

h蛮芽(根〉及び其後の仲長j伏態;ai.f!lj定観察した。

2.賞験成績

。以上の如き準備、方法によっ-:r行った成績は第1表及第2表の様でl>る。但し

+印は稜芽(段)のl;;r.:Jちを示す。単位は:nm

第 1表 芽 の伸長(平均)

思 d き12日目 13日目 11日目 !日目 16日目|即日目

原被 - '1 O.'~l I 3.33 I 3.!?1 111・1う41:33・13

:~倍 液 'l. ~i'j 6.69 9.77 16.75 :24.，95 

日倍 if主 + 8.03 11.62 15.73 21.97 

10倍 1佼 ++ 日.71 7.46 13.54 19.:}3 :!ヨ.60

被 '!Vl + ~.OO 8.J4 10.9・1 18.65 2:).70 

第 2表 棋の伸長(卒均)

ydきl¥l日目 13 日目 14日目 15日目 16日目ヤ7日目i
原液|ー I1. P，~ I . 3.56 I 6.53 I 1[.71 I 17..16 

| 可能 液 | 千 1~.11 I川 71 九日oi 3'1.30 1 31・49
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前掲の表により 根及芽の4~1長欣態;æ.大休知る ことが出来るが、※印;æ.附した

第 7日目の数字は、官余り乾燥がひ どいために前日の観測後各シヤー V に新に10

.cc宛の71，くそ加へた影響が出ているかも知れない。

3.接 芽 率

質験中各直の護芽率についてはくわしくのべないが、第 G日固に於いては原

液R[eO%で他は85-90%であった。

4.要約

1.10倍夜、5倍液の場合には明 らかに標準匡より も護育伸長が著 しい。

.2.10倍液‘5倍液に言うっては‘護芽前兆の現はれる速度もー呑早かった。

d.原液は芽、根何れの場合も成額不良であった。

4.護芽率の一番悪いのは原政直で‘又登芽前兆の現はれも一番遅かった。

つの観察
〔婆高 女生物班〕

1.グンジポタノレの接光について (潰砂 浩子}

昨年(1947)年 6月数回に亘ってグンジぶタルの霊光についてしらvベた。此

の様な観察はなるべ く多数の虫そ取扱うべきでるるが‘不馴れな自分には思う

ようにそれが出来なかった。 衣に簡単にそのしらぺたところぞ示す。

¥《と?い〈維)13 (向。 13(雄)I <! (雌)I丹(捻〕日 制|平均

自然状 態

掌中

昆虫壷l'ユヨル固定

2.蛙卵の費生観 察

22.8 

54.8 

71 

(西岡真{主イ・〉

蛙卵の寒天質;a.止り除いたもの12粒(A)、正常のま h のもの12粒(B)を用い

てその費生特に登育速度;a.比較観察した。

l.~分割になる速度は平均してBの方が少しく 速かった。 8S 固に於りるこ分 令

書割j完成の教はA=5‘B=8であった。

2・'分割は2分割に号|つどいて起り、 O日目にはA-f>、 B=S (但しり日目から
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BO)*'!'.~Jrdマi;こ減らした)であった。

:5.8分割が引っ内、?亡起ソたがろ区の也のはやはりー居進行していた。

~.頭部 、 尾部の形成もやはり Bl亙の方が速かった。

与・翻察期聞は40日でるったが、 Allii:rでは中塗で死亡歩るものが多く・なりヰ分以

上死んすさ。

:弘子存産の珍iiGanudel'll，la cclossu:n (Fr)初め て

日向で後見

平 田 正 - (宮崎山本以内劇的

l咋竿C19m10月 ~ ~日本佼堅生橋本正君が宮崎刑務所東方の民家の躍で、1ì\i

の木の切口に鼓生した大型のキノコを採集された。 一見サルノコ シカクに見へ

るもので-普通の茸の様な柄は全くない。乾燥しても腐れ~'7-，.上商会:休は鮮かな

淡黄色で内部は海部H伏の弾力量うる貰質で 、 下図棺卒に菌管;孔部のある塊:Il7~のも

ので言うる。採集されたもの旬、長さが4ïcx. 厚 さ l:jc~・ もある大型のものであっ

た。

本佼所i誌の恒三和でも 、又程、共も今迄みかけなかったので同定もでき今、早Lilil:

この道の専門家でらる今関六也先生の所に詮って鑑定を御依捜した ところ、

Ganoderm乱 colo~は1 :11 である こと が分った。

この菌は応、初の鷲見は熱帯アメ リカで言うって、その後アフ リカ 及び印度から

新しい名で殺見、設去されたものでるると云ふ。

Ganoderma 1Mのものは一般にマンヰ、ンタク或はサ イヲイタク盤芝の名でよ

く知 られたもので、 温常j司も~も o <，il!!'i、茸であって塊j伏のものは少いのであ

るがィ後見されたものは全く Ganodel'ma とは想像 もつかないもので長うって

分類接上すこぶる興味の深い非である。

日向で護見された熱帯産のキノコ(Ij:今迄にフ Jレヒタ夕、.Eavoluf:i FmeriCi~ 

シ"'y...ン点、ン夕、クや大忍!の Len七innoiTuber..regium?等伊あり 、英他私;主の

採集したもので本邦未記録の種類も ')-0ある。

高等佑~~]O)分布 と 、同様に下等な!泡子によって種鴎;æ掛布ずるキノ コの類 も‘

日向が丁度熱帯直系の境界附近に位置することから考へるならbぱ最もで~)'って

斯様な菌の存花も珍しいことではなからう。

年雨笠J初r;・て七1・年間平均策i温1.)てな もつ南日向は 、 熱11?降雨林 と も~~与すぺ

き、 月!T謂熱帯のジヤングJレに匹敵する原始林か ら成立ってゐて、 磨間的;こも未
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:慌の地でbる。この地帯の生物の究明は植物地迎撃的にも最も興味深いものが

bると足、ふ。合員の皆さん私達の日向は私達で徹底的に解明しまぜう。

今関六也先生は東京都局黒区下目黒の農林省林業試験場に居 られ、る。

ダァウィニズムの史的考察

桑原達三郎

(宮崎長林専門率校〕
‘ 

ダアク 4ンがダアクィニズム-a提唱した頃の英閣は産業革命から百年7，e志望、

資本主義(哉、臨j<成熟の域に達し農業方面も次第に資本主義化し飛躍的に登展 し

つ lo.eDった。農業 (N主義の)の護展は栽埼植物ゃ飼育動物に闘する彩しい文献

が嘗かれた。ダアクインは業等;a.自由に霞む傑f牛に恵まれ、-其の官業者等と交

り淘汰;a.常に目前に休験 してゐた。 叉、産業革命は生産を膨脹せしめ原料の入

手 と販路の慌1長の必要が起り 、i憐惜の使用は労力の節減となり政策的移民殖民

が行はれる様になった。其の需に多くの探検舶が世界各地に波遣され、ダアヲ

4ンの名-a矯さしめたピイ グJ均読もそのーに過ぎない。此等の探検肱や胃険者

が粛した世界の生物に闘する資料は、話時の新議定にある科筆者達-a大いに刺

戟 じた。

ダアク インと ヲ才 V スとを感動せしめた~Jレサスの!人 口論 l は蛍時の資本

主義の理論伝説いた著書であり、進化論が枇舎思想とも密接な闘係が有る事会

物語る好例でbる。

生物進化の思想は既にギリ bヤ時代より芽生へてゐたが十六世紀の末迄全く

忘れられてゐた。その原因はE量〈世界の生物;a.識る事が出来なかった事:にも b

るが‘ラマ Jレク設を挨消し五十年の暗黒な時代どを再び潤したのは宗教の影響で

②る。此のi時代は宗教がやi墜の領域にも侵入するのが常であった。例べば化石

に関してキユピエは聖書の ノアの洪水と結付けた事、叉、ワンヰ・す らも「生物

の種の数は天地の始め話，11の作り給ふた Cけ有るJと言った程である。而しJレヰ、

ツサンスの機運ぷ起る と共に、ライエ Jレは[破壊設に疑感-a抱きその誤謬-a論

破 した。而 して他の科謬者等も宗敦にきj抗する勇気そ特つよ うになった。 グア

クイニズムがそれ程の位命的反援も無く 一般に流布出来だ。

素地)j:作った謬右越の存在を忘れてはならない。

然らばダブウイニズムは現今如何な る批判を受けてゐ るか。最も大きな問題

t言、 Z:J.î~皇費異の遺停性である。ヲイズヤンは此れを否定した。 試に初護形質ーの縫
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持の問題である。此の鮎はドフ リ4ズの「突然饗異設が最も有利でるる。叉退

化器官の存在や過適躍は、ダ・ァヲィニズムで・は読明出来ないのでbるが、ラマ Jレ

ク設か直準設か J有利である。 ヨハ ンゼン設の護表により種(純種)に劃して

は分離に依る掬決の能力は無い と言ふ設でるる。最後に雌雄淘汰で司bるが此れ

も全く無力である。ダアーワ ィニズA は満身創摸のよ伏態となったが、進化なろ大

震理を劃期的に科接的記載で表現した事の意義はさを然失はれてゐない。

さえにその影響与を、考察するに、最も大きな影響-a被ったのは宗教で言うる。聖書

に含まれ急不合理はその非が暴露されたのである。 11:1;の革命的思想は相官の迫

寄与を蛍然強想、された。而しプJレタ才ア的思想のダアワインは生命のl塩原ぞ別に

師し、人聞の進化の記述-a差控へたので・まうる。叉ダアワ 4ニズム以後、人間祉

含にi遁庖用する事

る。手;1墜水準が低〈迎合的な民族に多く見られた様である。例へば日本の科撃

者の中には自!然淘汰の理論から服従l生の問題7，e抽出し巧に軍園主義と結付け太

卒洋戦争に拍車ぞかけた人も居る。或撃者は人間世舎の闘争の原因-ar物資の

需要と供給の不均衡に依る!と してゐるが、此れは誤でbると忠、ふo (勿論そ

の嘗時の日本は資本主義の内蔵する矛盾が凡ゆる方簡に問題化し‘世界情勢も

混凱してゐたので重うるが)此の様な事の原因は〆アウイニズムの般黙ではなく

科撃者の狭い枇界観に起因するものと思ふ。次に進化論と直ちに結付いたのは

唯物哲接である。人聞の脳髄の進化.:a以てその霊的作用を解決しようとしたの

である。叉、 英園のス付ンサアは進化.:a一切の事物、現象に‘適用し、進化論的

快業主義なる倫理壌の一分科を形成した。

然らばダアワイニズム拡充分であらう か。否でbる。スペンサアやハックス

V1の様な共鳴者でさへも其れを認めてゐ、る。叉ダアクイン自身「種の起原 j

の第二肢に於て自認してゐる。その最大の原因は、営時化石接、分類率、形態

襲、解剖肇等は相蛍に殻達し乍ら‘生理接、遺傍l襲、細胞製等が米Tご強達して

居歩、根本的普遍的二現象、遺俸と鑓異の機構を明かじする事:が出来なかった

~f.に あると思ふ。

ダアウ 4ン以前の進化論は大休に於て外図的作用に霊祭占ぞ置いたが‘その後

の準設は何れも生物の内図的作用に基礎を置くようになった。而してその方面

の研究は全然染色体の研究に移 り、特に賢験が大いに加味されて来た。木原博

士のグノム分析は、ドザプンスキイの[遺体子的隔離設 1，と共に世界に誇るペ

き業騒の一つである。

現在の手1.謬界より見ればダアク 4ニズムはさをく古典的存在となり.準設とし

ての重要性は少くなった。而し科書皇界には勿論、宗数に哲肇に軍士舎全般に絶大

な影響..æ~へた偉大な功波は歴史的に他に之 と比べる物.:æ知らぬ者でb る。
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採集を過して見fこ昆虫の個体数について

清 71<. 葉

(宮崎l長林専門母校〉

採集に去っーC得た昆虫が示す荷数及ひ1員体数について56人の採築物4291個体

.J".e謝奈した。;采築地は主に宮j，剤師:で、之に僅少の稲岡、大分、愛媛野産のも含

む。採集持期は昭和:22年5月から悶年lun:'ï~9 月が段も多く採集されてゐる 、

f羽乍 ら採集時期、採集の難易、調査相休致の僅少等に依り自然の賓室主と必今 し

も一致しないことは考へられる。

}.各自にたいての個体重立の割合は第表 1に示せる如くで、即ち1ii目、.t291個

体中、最も 多いのは鱗趨自の1588個体で3i%そ占め、 吹いで鞘麹目9501隠休22

%、精蛤民」凶イ間休10%の順で、一方少ない方では等遡目、隠麹目が各々2個体

で「ある。

第 1表 主要闘に於ける個体数調査

1 i直 !膜 I~笠|鱗 | 鞘{毛 |長 |牛|綜 1)派堵| 等 1 1惑 |
目別 Il麹 |麹 !~怒 1:趨 1:麹|麹 | 麹|麹 I 9¥¥'i-I麹 I!除|麹|惣 l計

|同 !白 i自|目|自 Ib 1鼠|目|目 |目|自 !目|目 l

個体政|叫 L何日411州州日|叩|叫 141261 4351叫 ml
.) 餅~!rJ 目及び鞘麹 êiの主要な16科に於いての各個休』設は第主.3表の如くで、

様車問に於てはタテ ハテフ科最も多く Zg4個体そ算へ、 24%で、失いでジヤノ

メテフ科2:2:21間休にて、 19%で、最も少ないのはマ〆ラテフ科の16個体でbる、

次に第b表にて組個休数950中、コガ卓、ムシ科は2i-:l.個休で、 30%を占め、 ラたに

才サム シ科12¥:¥個体で;I.S%、カミキリムシ科の100個体11%の)1闘である。個体数

の少ない方ではエンマムシ科のJ伺体、ヲえいでマメゾウ科の10伺体、 グンゴラ

ヲ科の16個体があけられる。

第 2表 蝶型自主要科の個体撤調査

科 |アゥ・平二寸マヨτγテ271915|シジユ71セセム|計 |骨d
h亙|三;-，1.!C I 司一町ゴ三戸司川山，-¥

第 b表 鞘遡自主要科の個体撤調査

lZ|ず!?i;|テ !シ|ミ |グ |メ|ノ|エ 1:I ~ I ;，~ I t; I、 |ンす"グ lンサ lン|ンマ|メレ、
司ム|ム |キム |タムムスマ|ゴ 7!ム |メ l'ム1-1ム 1y 1-h'A 

シI.-ンリシシ|ウシシ シ|ゥ I'/ 1ゥ 1.'/1 '/ I '/ I守 lタ V

4閏 1- I .1 
窓口HI 壬811ω|州側削川目11!36i •521 41 141訓 101附 .161950 
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S，ァグノ¥シロテフ、 タテハテフのSfヰの各種の個体数についての調査は第』

表の如 くで、アグハテフ科にてはアグハは組側体数の.52%を占め ‘次はアテ ス

ヂアグハS2個体、クロ アグハSOf匠休の11聞で、最も少ないのはカラスアグハの 6

個体となってゐる。 f:IJミヤマカラスプグハは掠集されてゐない。次のシロテフ

科ではキテ・フが最も多く、<is.(毘休Tモンシ冒テフ はcj3個休となってゐる。ヒメ

シロテフ、ツマ キテフ、 スデポソヤマキテフ、 ヤマキテフは採集されてゐな

い。之はツマキテフは採集時期>a失した矯でbり、他は該地方でト普通彊でない

こと そ示 してゐる。 '

タテハテフ科にては 2:JOf間体中ツマ〆ロ A ワモジとコミスヂが最も多く、夫

々84個体、 iO個体で54%と旨占め、女のヒメアカタテハの夫々 2倍以上に;及んで

ゐる。情少ない方にてはるータテハ、アカタテハ、コムラサキが各 2個体とな

ってゐる。

第 4表 アグハ，シロテフ，タ テハテフ各1'，.;トの個体数調査

科 名 t アグノ、テフ リ シロテ 7

i|ジ|キ1:I王 17f|テ lカ lY|ミ !l-i℃ lY 171 ヤアア IL> 1"アwア!ロア|ナアlラアサアiカア|昔トJゲロy ン lマキI=-I言十
ヨグゲ | キゲ|サゲ| グ11"グlλゲ A グiドゲ グテシテキテグテl'1 
ずi>、，、I>、，、 | キ ρ~I ~ I 、 'Y>、、ロ 7 ロ 7 ' 7口7171

剛被isI4吋16116t 301 1141叫司刈 1'11'1:l:吋 iGiJi刈

i51212jfi11;lbbirlLli;l!??fV 
181 司 ~'11 341 2い81701 181~_:1 81 41 41日出

宮崎リンオ、舎 舎剣

1，本合は之>a宮崎 リンネ舎と稽す。

2 ， 本舎の享:強所在宮崎農林専門車問におき f~J必要に依り 支部を設け る事・が出来
『

/~。

5.本舎は生物接及ひ'医長用生物製に闘する知識の向上を回 り我が園農業殻展に寄

輿するに在 り。

4，本舎は前後の目的に弘としたるLのぞ以って組織する。

5:本舎に入会せんとする者又退合せんとする者は書式冶以って幹事に届出で其



]5 

め承認々受くる。

(;.本舎は左の事業主旨行ふ。

組合及び臨時総合、例合毎月第三土曜日、見製並びに採集合、命誌の刊行、

英の他本舎の回-的に適合する事業。

!.本舎の事務~É量理する鴛に左の役員;æ.おく。

役員の任期は 1ク年とし組合に於て互選するものとする。

合長 1名 幹事若干名

8.本舎に顧問をおくことが出来る。

υ.本合合員よりは入合金五固年合費拾国J;a徴集す。

10.合費は合誌刊行其他必要なる事項に使用する。

11. 本合合同jの改肢は組合又は臨時車駅舎に於て出席者の過学教の同意そ得て決

定する。
以上

宮崎 I) ンオ、合高215支部合員iJ

第一候 本支部は本部の合同iに示す如く動植物の基礎知識と際用的方面と会研

筑せんとする者そもってが'織す。

第二僚本支部に左の役員ぞ置く。

支部長一名各校代表委員 数官一名生徒二名一般ー名

第三依 本支部舎員相互の知識向上の矯例舎並びに採集合;a.f躍す。

第四篠例舎並びに採集合の謹皆については嘗呑校之に嘗る。

第五線 本支部曾員は入舎金五回皐食費年拾闘ごと納める義務がaうる。

第六後本支部の事務所は蛍分高鍋農懇校に置く。

第七ft宮本部の組合に続いて本支部も組合ぞ開き合計庶務の報告役員の訴選を

行ふ。
以上

.、
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宮崎，)ンオ、曾記録

I.総 曾並 例曾之部

本合i江活第一回組合昭和二十一年四

月二十七日

合ユ‘iの議決及今後の運替協議

第一回伊j舎四月二十七日

1.ウンカの話

宮崎農試 7Jく谷吉清

第二回例舎五月十八日

1.雑草の世界 最苓片山昭一

2.昆虫界の主主虫大要
農幕:山:'育 昭

3.マライの生物
鍋農萱島 泉

J' .J充食談義 国i寸忠雄

.').掠集キノコに就て

農互王手間正一

第三回例舎(袋持5時総合)六月八日

1.南方の生物 日野 蟻

2.漫談 日東機工 黒木芳郎

第四回例舎六月十五日

1.ァグハテフの生態

農 本山口稿男

~. キノ コの話 農専4 北島君三

3.北支の生物
第二高女四本正秋

4.人間話減論 農:専:古川 J忠

第五回例舎九月二十一日

1.甘諸に就て 農 本日 高健 -

2.観察ノ ート 宮 商 井 之 口希秀

3.生物率的に見たる分化正統合

農"JtF. 森本博之

第六回例含 十月十九日

1.植物探集記 農幕後藤重喜

2.蚊の話 宮中前川登美男

3.松樹害虫の防除

l陣臨休務課藤岡茂窃

第七回例舎 、十→月十六日

1.大豆の護芽視察

官仁11 佐瀬 i僚夫

2.雌雄問題 農事西問 周作

第八回例合十二月二十一日

1.米良採集談 農噂 ik}l~ 彪

2.薬草雑話 坂本龍セ

第九回例舎 一月十八日

骨 1・郷土生物研究懐古談

女商栗原定美

第十回例舎二月十五日

L進化論と分類!撃

農王手桑原達三路

2.カピの話 農~:梶原 敏安

3.甘藷の病気に就て

最高ー平田正一

第十一回列者三月十九ヨ

1.甘藷栽培に到する私見

農事宮下武久

2.モヤシとピタミン

農1t，t 宮崎義7G

3.ヒラタクの胞子撒布

農導道家剤三郎

4.プーグンピルの自然と住民

大-師松鐸 寛

第十二回例舎 ー四月十九日

1.花鮮の生化接的研究
差是幕 古川 忠



2.格の繁殖法 農苓外山 三郎

昭和二十二年度第一回組合

五月十七日

食長決定役員改選.規則改正行事.

計輩

第十三回例舎五月十七日

1.街路樹に就て

第一高1ど野村由紀子

2.植物の誇命

第一高女新j蕗陽子

3.烏の巣箱の貧際、

鍋農長友有人

4・2容の幼穂形成宮農新田 厚

5.崎芸:;QY:fiの外部及内部形態

宮中奥野博笥

ß. IJr-~の粧台第二高女遠山 ふ (:.

i.虫寵に就て 宮農中島義人

第十四回例舎六月ニヤ一日

1.植物の性に就て

農導内山田博士

2. rクダミの稲の護芽に友す影響

青師杉山 昭

3.セコイ ヤに就て
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iJ...自!i附 一政久良夫

第十五回例含九月二十日

1.輪虫の話 農事中山寅三

2.作物の播覆刻じ就て

農~:壇と勉

3.際下の病虫害現tj:

農試鮫島徳造

座談 猫の尾は如何なる作用をも

っか 宮中山本正予火

第十六回例合 十一月十五日

1.植生の謹移 農事三善正市

2.3纂石蛤の製法富長田中

3.有明海の動物農専市場 利哉

第十七回例舎 十二月二十日

1. D.D.T.の殺虫効糸

農 琴 平 田 正-

2.白竹に就て 農穿.樋口 良一

第十八回例合 一月十七日

1.真珠の話

l孫臆7k産課 宮崎

2.越冬 草本の話農本宮川 経邦

3.イモコ ガに就て

農率長玄俊明

最専樋口 頁-一 :座談 白ナマズに就て

4.児等の率ぶさと物 農ぷ闘谷昭二郎

I1.採集曾之 ~部

昭和二十→年度 下北方面 十干月三日

日向ライン 五月五日 参加者 20名

参加者 35名 法華岳 十一月十五日

青井岳 十月十七日 参加者 ， 23名

参加者 35名 昭和二十二年度

)!.'{石山 十月二十七日 杉安方面 四月三十日

参加者 25名 参加者 43名
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祈生迫，内海野島 四月二千九日 青島(定期c主主1合) 七月二十二日

参加者 48名 参加者 GD名

榊宮枇叢下北，八紘芸 五月十八日 西省[i原 七月二十六日

参加者 60名 参加者 ， 40名

昭如22平度生協研究委表合

日時 十月十七日 守合場 宮崎;孫孜育舎舘

後援 宮崎将孜育命日向I3T新聞社 宮崎将県生i締盟

講演 午前の部(中等製校)

1.カへJレのl的虫 宮崎中勝校 奥野 1噂可

2.クニの護生に就て 宮崎第二高女佼 .遠 山敏子

3.稿、熱病の調査 高鍋農製校 中東)改善

4.ホシクスパカグラヲのTtff究 ミ 、宮崎農皐校 中 島義人

5.色鐙りタワモロコ々の研究 宮崎農接校 長文忠

{) . 苗代より成熟期~での浮!息子の調査 高鍋農車ー校 三好万イキ行

7.タクモ ロコ シの一生 高鍋農謬J交 黒木ヌ

s.薬草に就て 宮崎第一高女校 問熊節子

午後の部 (専門接絞)

1.薬剤i遺物に就て 女子自由事国 松問 まりす

2.ハヒマダラメイガの形態及生態 宮，h奇農J#.校 出邑 71< 日/i!li ー占

ー，
コ.病原菌にき討する電流の影響 . ，宮|怖農本校 梶原倣宏

4-i忠h?;j-懸における薬用昆虫 女子自由製図 荒 川 辛子

5.植物の性の分化 宮崎差是本校 内山間博士. 
6.ヨシノずクラのかへり喚に就て 宮11符農尊校 脇択主|ど 故

7.ダークイ ニズムの史的考察 官11舟農専l交 桑原達コ郡

受賞者

呼1等製i交ァ等ー三好-万佐11 二等奥野博司 三等謹山 倣子

主事門事佼 一等梶原敏宏 二等脇坂幸雄 三等富永純一
r 

昭和二十二年度生物採集品展鱈合

日 日寺 十月十五日より三日間

場所 宮崎農王手農業博物館



、

臨募係集I吊

1.動物に闘するもの お鞘

Fえj隷 農募(lU) ~!li範(.')) 宮中(4) ‘宮農 (2) ー都農 (8)

参考品市立宮中 (0)

2.植物に関する もの

内諜 鍋差益(20)

市立':~- ~li (ヨ)

受 賞 者

専門嬰校之部

:?~晃占

第一雨水ー(G) 第二高た (13) 女子商 (2)

一等 農事稿周 治(昆虫) 二等官dli 佐野フヂ子(昆虫)

三等牧師河野!宅街化[ー(植物〕 長率費柿通泰 (昆虫)

入謹農事 i躍j1:-美 . 農事 小野善吉

中等製校之部

一等芦二高女高橋幸子(毘β) 二等第二高女吉永靖子 f昆虫)

三等 制差是菅 晋(昆虫) 鍋農大山昭子 (71<棲昆虫) tz:商
佐野ハナ子(品輸蒋潟) ， 

入選第二高女 述山敏子(貝標本) 宮中奥野博司(昆虫〉 鍋農
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J12岡政吉(昆虫〉 第一高女新藤陽子(昆虫) 宮農 中島義人

(クスパカグラタの生態)

初級ki~i草刈交之部

三等市立宮中松 野陽子(昆虫)

d 守

宮崎 1)ンオ、曾曾員名簿 (1顎j同同)

舎長中山 茂(宮崎農林専門接校教授)

顧問 江!I向 。ω三(jじ州大;接数授) 閉村 忠雄(宮Ilt~'f;持参ク ラプJ研究所長)

梨)J!r定美(宮IIi奇i臨立女子商業態校長)

幹事藤岡茂樹 cl陳腐林務課) 黒木芳郎(日来機工) 四本正秋(宮中)

稿、吉 了c!際立宮中除機 宜(師女子部) 平間正一(農専)

清水 禁 (農事)外山三郎(農専) 宮崎議光(農事) 鮫島徳造

(農家試験場) 服部耕依(服部地・物研究j努) 太問敏雄(青師)

富永武義(第二高女) 波謹茂夫(第 一高女) 佐伯正光(宮農)
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伊藤武夫(都良) 高山彦一(歓肥高:幻 富問定 C~農) 萱島泉(

鍋農) 図的・柴磁(妻女) 猿渡筑祐(妻中) 問中ー(富農〉日高健:

ー (赤江rド謬) 一政久良夫(女子附庖) 鍬間政範(者il農高原分校)

黒木盛幸 CF付属中謬)中村繁(女子商)谷山日=夫〈大宮中堅校)

宮川純邦(長率) 富永松一 (農専) 樋口真一 (農専) 関谷昭二郎

(農事) 慨J坂本雄(議事〉 田村光章(農事) 波法久夫(農事)

0含員

O皆Ilr.j"農休専門拳校 梶原敏弘首路管見後}俸宗嗣押)11泰郎松田

道夫鍬国康平吉 間i啓一橋)fi.和平井本義朗読潟道泰 川越'子篤喜一

郎鷲頭誠森山1尊名村清松浦彰一 永労ニ彪森介計 l畠中健一高月市

港藤井一美千四俊彦木村柴ー 須河内省三室岡昇 EI名子洋一稿用ー

浩字都宮務江藤博六前岡賢 小野善吉矢野忍岡本明大薮巴喜男

舶橋義1安部川典昭鈴木喜代志吉武貞敏古瀬帝大庭光呆森本辰雄

。宮崎師範接投男子部 松問喜一 野脇茂石瀧武英長五・1高雄桜町

信夫隈江日晴瀧一郎榊野文敏横山和行 山本二室長河野通有

C即時師範J裂校女子部 問中京子西森みえ子松本タエ子山口融子河野桂子 ‘ 

-'1宣吉ヲメ Ji袋珂千憲子佐々木美代子日高孜子森~~子野溢斗南子 七j奈桂子

河努良子佐寄フヂ子清瀬説子 川越キグノ 青木信子 日高カズエ 川越寛子

荒武和子黒木俊子宮尾淑子長文ミ エ 2f島フ王子熊三遣さ予臼杵アヤ

O青年師範墜校男子部 甲斐健二郎中原昭二佐藤紙、二郎荒川巌

黒問咽杉本昭中邑喜久士馬渡良弘

O青年師範製校女子部 砂田ミエ子新藤エミ子日高孫子四)1¥11国子

稲山信子谷山富美伎吉田智恵長友箔3美-杉本恵美子村l仕タク子

Oj揺立宮崎中身皇佼 山本末之山口清勝目高重良奥野博司 萩野j安

雄拍木滋之熊本護大村修一 吉村，;~央捜苅頭杉尾哲哉清水義葉

-高橋理篠 原 恭 憲 清水恵三 平野苦太郎後藤好久 三好正巳 、佐々木政洋

) 1 J)荷台夫橋本勝郎和田勉緒方'I'ili庸佐藤勝夫 i支均岡本政司植木滋

之藤井敏買金子日月弘 川風11蹟三郎 関 正 夫 食 冊浴生坂本昇 小田原哲F

生宮脇業 青木賢児 )I¥if宥宣夫鵠塁手浩岩切俊忠佐潟涼夫原問解平

山正徳甲斐E 後藤直昭大竹保 三 郎 古 賀 幸 清井上和刊羽野一洋渡

謹手lJ夫根井話 加藤 文 義 坂 口 橋本 落谷直彦

0¥陣立宮崎農製校 小村通中島義人新田厚 土公 武 術 高 山 昭 井

上美問央本善夫 日高嘩岡山地信義吉岡友夫治切哲夫



0':陣立第一宮崎高等女製法

ー藤志、多美波大塚勝子卒林

!膝立郊二宮崎高等女:事校

高木節子黒木チエ子黒岡ノプ子中村

有馬

同上マチ子日高千代子崎山悦子松浦

鹿子科、F口江 7':;:妻陽子黒木宣子田島洋子松田ツギヨ 横尾順子日高

スミ 長野菜美 川野久 菊地 トヨ 子?諸問利子愛甲千鶴子 川越キ ヨ子

年見佳子吉岡喜美子和国民江付回加代子 岩切英子時任節子首藤テ

Jレ子 }宗;市タカ子 小松エ ツ子吉永京J子安藤ヒロ子小川ヨシ子

01際立宮崎女子商業製校 後蕗愛子山本湧子山川章子安藤静代

佐野ハナ子大野ハツヨ 松 井 雲 江 相口道子井上幸子石谷フジ子 菊地

愛子 土井康子戸高定子藤津マツ エ 春成昌江伊藤小芙-子洋野康子

ー掛、問蓉子石井ス王子 湯地チカ子

o!臨立高鍋農製校 長友有人矯藤熊徳 三好万佐行 ー中東 欧 吾 野 津

‘原財秋山強古屋義館長友闇古漬砂隆義 竹下忠堆黒木竹子秋月種

子新名シツ。子黒木l陸夫立花節子 黒木満里子 猪股イノ 染.師寺サダ子

大山!照子橋口惟子青木恵子立光美重子中川節子潰口須賀子 蓑毛洋

子 村上美和子黒木アツ子 館野幸子

01際立高ー鍋中謬校 読谷公明梶原律男高橋雄行 川11崎拓三 重村寄

ー夫 宮本左近 間町攻 一藤宮金吾戸悶牧夫川田章能海野綾石崎宗夫

白河野宏正吉t絵:会込重弘字都宮正明下回幸弘岩切裕俊 j清管郁雄藤閏稔松

島顕一 久保問雅也 小!町rr可!5:

久家幸夫荻原晴明治村光俊多3究雪!碩国義井上孝安 和 木健一 本回宏滑

菟二久米乾一

!腎:立高鍋高等女暴校 西村辛子守部郁子今藤勝一佐藤守人 椎

三江 岩永玲了-宇都宮悦子財津敬子月輪明子戸室美恵子黒木滋子
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